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Ｙ・Ｋ 女性 ５４歳 １４９ｃｍ ４０ｋｇ 

初診：ＨＸ年６月末 

既往歴：ＡＤ３歳からあり 

現症：全身紅皮症にて来院（紹介）、全身倦怠 

  ＢＤ９０/４０→１１０/２０ 尿利５～６回、閉経４０歳、 

  このころバセドー氏病、便秘（ー）普通便、冷え性 

  円形脱毛症６ケ、不整脈、動悸（+） 

腹証：臍上悸、両下腹部圧痛 

舌証：紅、白黄苔 

治療：猪苓湯５．０ｇ 湯５．０ｇ 辛夷清肺湯２．５ｇ ２週間 

皮膚炎は上部は治癒、下肢に下ってくる膀胱炎の発生 

くり返す。尿中潜血（+）となる。 

猪苓湯合四物湯５．０ｇ 補中益気湯５．０ｇ  ８週間  動悸の時 

猪苓湯合四物湯５．０ｇ 温清飲５．０ｇ     ４週間  炙甘草湯５．０ｇ 

                                    頓用 
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足 厥陰 肝経 



Ｉ Ｍ 女性 ７４才 １５０ｃｍ ４１ｋｇ ＢＤ１１８/６０ 
初診：Ｘ年１０月３日 
主訴：薬疹（汎発性）紅皮症（全身） 逆流性食道炎 全身倦怠 腰痛 
現症：寝つき寝起き（普通）水分１．５ℓ 口渇（ー）尿利６～７夜２ 
    便秘（＋）２～３日１回硬い  
    頸部が赤くなり、今年の７月頃、全身紅班 紅皮症 びらん 
    皮膚がむけて一部湿潤  食欲不振  やせ型 うつ傾向 
            ２７才 虫切 １０年間 コレステロール↑内服治療 
    胃カメラで表層胃炎 十二指腸ポリープ 体質的に胃の動きが弱く胃酸過多気味 
既病歴：閉経５３才 現在、主婦だが２０才～４８才まで幼稚園で働いて 
       いた。（保母）６年前より四肢浮腫 紅班 
       ８月１９～９月１日まで某大学病院に入院 
     
腹証：両胸脇苦満・両腹直筋緊張・臍上悸・振水音 
舌証： 
治療と経過：十全大補湯５．０ｇ 柴胡桂枝湯５．０ｇ    １週 
        十全大補湯５．０ｇ 清暑益気湯５．０ｇ  
        サフラン０．５ｇ                  １週 
        十全大補湯５．０ｇ 清暑益気湯５．０ｇ  
        サフラン０．５ｇ                  ４週 
        皮疹減 紅班→色素沈着となる 
        全身に気力回復 大変楽になる ＢＤ１２６/７０ 
        食欲が出て便量が増し便秘はよくなる 
前医処方：プラバチン リポザート マイバスチン オメプラール セレコックス 
       投与され内服してた。 
   
 
   



Ｉ Ｍ 



Ｉ Ｍ 



Ｓ Ｍ 絵描き（水彩画） ２０才  １５０ｃｍ  ４３ｋｇ  ＢＤ９８/４０ 

 

現症：ＡＤ 胃腸虚弱 便秘症 手足多汗症 動悸 息切れ 不整脈 低血圧 

    ＩＢＳ  

    寝つき寝起きよい 水分１．５ℓ 尿２～３ 口渇（＋） 便秘気味 普通便 

    生理２８日５日間 痛み（－）量普通 

    両手掌背～上肢全体へ紅班 苔癬 痒み（＋） 下痢（＋） 

    全身紅班 乾燥 

検査：パッチテスト  ＵＶテスト（１０秒） 
 

舌証：紅 湿 
 

腹証：両腹直筋緊張 臍上悸 両下腹部圧痛 
 

治療と経過：四物湯５．０ｇ 温清飲５．０ｇ  ４週 

        麻黄附子細辛湯２．０ｇ 
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Ｙ Ｍ  女性 ５２才  １４６ｃｍ  ４７ｋｇ  ＢＤ１１８/８０ 職業：教員 
 

主訴：ＡＤ 子宮筋腫 貧血 冷え性 
  
現症：ＡＤ幼児期よりあり種々加療す 
     貧血症、月経不順、結婚後 子宮筋腫があるが不妊の治療した。 
     足冷え（ー） 
     ３年前 筋腫部分切除の手術施行 その後再発し大きくなる 
     更年期ごろになり幼少期に発症した両下腿（膝 足首）骨の突起が著明になり 
     痛みをともなり起行となる 
     月経不順持続 
     寝つき 寝起きよい 水分２ℓ 口渇なし 尿利６～７回 夜間なし  
    
舌証：紅 薄い白苔 
     静（＋） 
 

腹証： 
 

検査： 
 

 

治療と経過：芎帰調血飲 ４．０ｇ / ６Ｗ 滋陰降火湯 ２．５ｇ 夜 
 
        黄連解毒湯 ６CP / ７T  
        滋陰降火湯 ５．０ｇ ザイザル １T   
        芎帰調血飲 ４．０ｇ / ６Ｗ 
 

レ 
レ 
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筋腫縮小し両下腿の変形が 
ほとんどよくなり起行もなく歩行できる 

瘢痕 
縮んだ 

縮んだ 







Ｋ Ｔ  主婦 女性 ４４才  １６０ｃｍ  ５１ｋｇ  ＢＤ１２２/６０ 
  

主訴：冷え性 生理不順 
  
現症：ＡＤで加療中 ３年前より冷え性 胃痛 胃もたれあり 当帰芍薬散服用 
     ４０歳で結婚 人工授精にて妊娠 
     ４３歳 正常分娩 男児（３５００ｇ） 混合栄養 
     出産後 体力低下 神経症となる 全身経度倦怠感あり 
     圧迫部の痒みあり 
     寝つき 寝起き悪い 水分１ℓ 口渇なし 尿利５～６回 夜間１回 
     便秘（＋） 軟便 
  

既往歴：キクチ病 貧血 
   

舌証：紅 薄い白苔 静（＋） 
 

腹証： 
 

検査： 
 

 

治療と経過：芎帰調血飲 ６．０ｇ  消風散 ５．０ｇ / ４Ｗ  
        ザイザル １T 
 
      補中益気湯 ５．０ｇ 芎帰調血飲 ４．０ｇ  
      ザイザル １T             
         

レ 
レ 
レ 
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縮んだ 

圧痛 

無事出産し産後  

脊椎矯正法 

長強 

８W 
出産後の体力低下 神経症も 
よくなり、生理も順調になる 
親子とも元気である 

心下痞 





《 まとめ 》 

人間の成長と老衰において  

成長期は、肝経→腎経→脾経へと気は成熟していく。  

老衰期は、脾経→腎経→肝経へと気は衰退していく。 

例として、栄養調節である脾経と脾土について述べた。 

脾は、「運化を主る」と言われる。 
 

脾は胃の協力により飲食物を消化吸収して、三宝（神・気・精）に作り 

変え配分し、神は脳、気と精は腎に移行し全身に流通する。 
 

脾土は、生体の秩序を保つ気を外部補給の飲食によって維持する。 

その為、脾土が健全でないと生体は維持できない。 
 

脾には、脾経（生命衰弱：生体状況段階層）と脾土（五行蔵象の症状群）に 

分類される。 

 

  


